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高
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ベ
ル
放
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性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
施
設
の
設
置
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調
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に
関
す
る
質
問
主
意
書
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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
施
設
の
設
置
可
能
性
を
調
査
す
る
区
域
の
公
募
に
関
す
る
質
問
主
意
書

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
施
設
の
設
置
可
能
性
を
調
査
す
る
区
域
の
公
募
（
以
下
「
公
募
」
と
略
す
）
が
行
な

わ
れ
て
い
る
が
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
略
す
）
に
「
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町

村
長
の
意
見
を
聴
き
、
こ
れ
を
十
分
に
尊
重
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
四
条
第
五
項
）
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

混
乱
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
調
査
に
対
す
る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
次
年
度
か
ら
の
増
額
が
概
算
要

求
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
念
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
き
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
高
知
県
東
洋
町
や
滋
賀
県
余
呉
町
な
ど
で
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
や
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

が
「
各
段
階
で
自
治
体
が
拒
否
権
を
持
て
る
と
い
う
の
が
国
の
約
束
だ
」
と
説
明
し
て
い
る
と
い
う
。
法
第
四
条
第
五
項

は
、
自
治
体
に
「
拒
否
権
」
を
与
え
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
の
か
。

二

公
募
に
応
じ
た
市
町
村
長
が
、
応
募
を
取
り
下
げ
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

三

滋
賀
県
余
呉
町
長
は
「
余
呉
は
建
設
で
き
る
状
況
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
つ
つ
、
「
調
査
だ
け
受
け
入
れ
」
を
想
定
す

る
意
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
「
建
設
で
き
な
い
」
と
考
え
て
い
な
が
ら
応
募
し
、
交
付
金
を
受
け
取
る
の
は
許
さ
れ
る

一



行
為
な
の
か
。
「
調
査
だ
け
受
け
入
れ
」
と
い
う
の
は
あ
り
う
る
の
か
。

四

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
国
民
か
ら
の
貴
重
な
税
金
を
原
資
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
立
地
を
前
提
と
せ
ず
交
付
金

だ
け
を
目
的
と
す
る
応
募
が
検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
制
度
的
欠
陥
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

五

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
交
付
規
則
第
五
条
に
よ
れ
ば
、
発
電
用
施
設
、
使
用
済
み
燃
料
貯
蔵
施
設
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

加
工
工
場
、
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
深
地
層
研
究
施
設
の
交
付
期
間
は
、
い
ず
れ
も
立
地
可
能
性
調
査
の
開

始
年
度
な
い
し
そ
の
翌
年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
立
地
可
能
性
調
査
と
は
「
地
質
、
気
象
、
海
象
の
調
査
そ
の
他
の
発
電

用
施
設
の
立
地
地
点
を
定
め
る
た
め
の
調
査
」
（
交
付
規
則
第
五
条
）
を
言
い
、
陸
域
・
海
域
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
が

行
な
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
最
終
処
分
施
設
の
文
献
調
査
で
は
、
現
地
に
足
を
運
ぶ
必
要
す
ら
な
く
、
調
査
を
す
る
こ
と
で
自

然
環
境
に
も
社
会
環
境
に
も
何
ら
影
響
を
与
え
な
い
。
文
献
調
査
は
立
地
可
能
性
調
査
と
同
等
で
は
な
く
、
概
要
調
査
が
立

地
可
能
性
調
査
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
文
献
調
査
は
そ
の
前
段
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
調
査
に
当
該

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
は
交
付
金
の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

六

前
記
の
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
、
年
間
二
・
一
億
円
と
い
う
交
付
金
の
額
は
、
原
発
等
の
立
地
可
能
性
調
査
に
対

す
る
年
間
一
・
四
億
円
（
但
し
原
発
で
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
特
例
あ
り
）
に
比
し
て
大
き
す

二



ぎ
な
い
か
。
そ
れ
を
さ
ら
に
年
間
一
〇
億
円
（
限
度
額
二
〇
億
円
）
に
増
額
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に
法
外
で
は
な
い

か
。

七

こ
れ
ま
で
正
式
な
応
募
が
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。
交
付
金
の
増
額
が
解
決
策
と
な

る
と
の
考
え
か
。

八

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
交
付
は
当
該
市
町
村
が
単
独
で
申
請
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
都
道
府
県
が
設
置
に
同

意
し
て
い
な
い
施
設
に
関
し
て
そ
う
し
た
申
請
が
行
な
わ
れ
た
実
績
は
あ
る
か
。

九

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
特
別
交
付
金
の
交
付
対
象
は
都
道
府
県
で
あ
り
、
市
町
村
の
み
で
応
募
す
る
と
し
て
い
る

文
献
調
査
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

一
〇

同
交
付
金
の
対
象
と
な
る
「
立
地
地
域
」
と
は
、
「
施
設
の
設
置
が
行
わ
れ
、
若
し
く
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
」
（
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
第
一
六
号
）
地
域
の
は
ず
で
あ
る
。
文
献
調
査
区
域
を

「
立
地
地
域
」
と
見
な
す
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
交
付
額
は
一
つ
の
地
域
振
興
計
画
に
つ
き
原
則
と
し
て
二
五

億
円
（
年
間
一
二
・
五
億
円
）
で
あ
り
、
き
わ
め
て
高
額
で
あ
る
。
「
立
地
地
域
」
の
定
義
は
、
厳
格
で
あ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

三



一
一

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
が
、
公
募
に
応
じ
た
自
治
体
、
あ
る
い
は
応
募
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
に
寄
付
を
し
た

実
績
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
い
く
ら
寄
付
を
し
た
か
。
な
い
と
す
れ
ば
、
寄
付
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
か
、
も
し
く
は
で
き
る
が
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

右
質
問
す
る
。

四


